平成25（2013）年度

ふくし岩手定期総会
日　時　平成24年6月30日（日）
16時～17時　　　　　　　　　　　　　
会　場　岩手労働福祉会館
5階　いしわりの間　　　　　　
　　　　次　第
１　開会のことば　　　　　
２　代表挨拶　　　　　
３　議員団挨拶　　　　　
４　議長選出　　　　　
５　議事　　　　　　　　　　　　　　
第1号議案　平成２４年度活動報告
第2号議案　平成２４年度決算報告・監査報告　　　　　　　　
第3号議案　平成２５年度活動方針（案）
第4号議案　平成２５年度事業計画（案）
第5号議案　平成２５年度予算（案）
第6号議案　役員改選

第7号議案　その他
６　閉会のことば

第1号議案　　　　　平成24年度活動報告
平成24年度の取り組み
平成23年３月11日、突如発生した東日本大震災により、多くの生命財産に甚大な被害をもたらしました。壮絶な震災を乗り越え、必死に立ち上がろうとしている被災者の姿に接し、私達も微力を尽くさなければと肝に命じ、歴史的な惨禍を決して風化させないためにも、私たちにできる行動をしよう、そんな思いで一昨年「ふくし岩手」が誕生しました。この2年間余り、これらの災禍を教訓として全国に発信するとともに、被災された皆さんが再起に向けてがんばってくださるようささやかな支援活動を続けてきました。
大震災から2年3か月が経過し、沿岸被災地の街づくり復興作業は国の予算投下により徐々に動きが見られるようになったものの、職人不足や建築資材不足によるコストの上昇や工事の遅れ等、新たな課題も現れています。被災地仮設住宅や盛岡地域周辺市町村で生活する避難者においても、日々の生活と今後の生活設計に対する不安と悩みは解消するめどが立たず、生活を支える収入の確保と安心して暮らせる住宅の確保は急務です。
このような状況のもと、昨年7月のふくし岩手総会では、被災者が主体となり声を上げる必要性が論議され、同じ思いを持つ被災者が意見交換をしながら、情報発信と関係団体や自治体に要望を行うこととし、昨年11月の交流会において「盛岡地域被災者連絡会」を立ち上げました。そして、今年3月にも盛岡地域周辺の避難者に呼びかけ交流会を開催することが出来ました。この2回の交流会とも、もりおか復興支援センターの協力をいただき、おおむね成功といえましたが、活動する中で大きな課題も明確になりました。
一つは、避難者が心身ともに疲労が募り集まりの場に出られないということ、また、避難者名簿の入手が困難であり日常的なコミュニティーづくりが難しいなどであります。
　さて、その「盛岡地域被災者連絡会」は、ふくし岩手の役員が運営面をリードすることとしていますが、ゆくゆくは避難者が主体となり、活動していけるようにサポートしていきたいと考えています。時間の経過とともに、支援団体の活動は、これまでの緊急支援段階から長期的な復興支援段階に移りつつあり、団体間のネットワーク構築など継続的支援活動への転換を図る動きもあります。被災者の声を反映していただける団体との連携も必要と考え、もりおか復興支援ネットワークへの加入や内陸避難者ネットワークの会議に出席するなど、情報交流活動にも参加してきました。
また、今年度は、岩手共同募金会とさわやか福祉財団の2団体から助成金を受けることが出来ました。これを活用して交流会事業を実施することが出来たことは、運営面で大きな支えとなりました。ここに感謝の意を表したいと思います。
最後に、本会の四戸好美副代表が、今年の春の叙勲において「旭日双光章」を受章されました。多年にわたる厚生労働行政への貢献から、めでたく晴れの栄誉を受けられました。ふくし岩手会員一同、祝福とねぎらいの言葉を贈らせていただきます。
誠におめでとうございます。
第1号議案-2　　　平成24年度　活動記録報告
主な経過報告（2013.6.30現在）
平成24年 
７月１５日　　総会（薬王堂緑が丘店２階大ホール）
平成23年度活動報告・決算報告　
平成24年度活動方針案・予算案　　　　　　　　
規約一部改正案
役員の変更案
　　　　　　　　　 　海妻矩彦先生　県勢功労者賞受賞を祝う会
８月１８日　　第1回事務局会議（ホテル山王会議室）
平成24年度活動方針の具体化について
その他
９月　８日　　第4回うたごえ喫茶の共催（風の又三郎）
９月１６日　　第1回役員会議（薬王堂緑が丘店２階和室）
　　　　　　　　　　　 盛岡地域被災者連絡会設置について
　　　　　　　　　　　 高齢者の智慧1万人収集活動について
１０月１４日　　第5回うたごえ喫茶の共催（風の又三郎）
１１月　３日　　第2回事務局会議（ミスタードーナツ）
　　　　　　　　　　　 講演会と交流会の集いについて
１１月１１日　　第2回役員会議（風の又三郎）
講演会と交流会の集い打ち合せ
　第6回うたごえ喫茶の共催（風の又三郎）
　　 １１月１４日　　講演会と交流会の集い・記者会見（県庁記者クラブ）
１１月２３日　　講演会と交流会の集い開催（上田公民館）
　　　　　　　 　戸羽太陸前高田市長を囲んで
１２月　９日　　第7回うたごえ喫茶の共催（風の又三郎）
１２月２５日　　年賀状送付（85名）
平成25年 
１月　７日　　岩手県共同募金会より、助成金入金される（お礼状送付）
１月　７日　　もりおか復興支援ネットワーク1月例会に佐藤事務局長が傍聴参加
１月１５日　　もりおか復興支援ネットワークに加盟
１月２３日　　第3回役員会議（ミスタードーナツ）
中間活動報告
中間会計報告
第2回交流と懇談の集いについて
１月２８日　　さわやか福祉財団より、助成金入金される（お礼状送付）
１月３０日　　ふくし岩手ニュース2月号を発行し、第2回交流会案内チラシとして、もりおか復興支援センターへ750枚依頼した
（定期郵便折込2月初旬）
２月１０日　　第8回うたごえ喫茶の共催（風の又三郎）
２月１４日　　第2回交流会取材申請とチラシ配布・マスコミ15社
（県庁3階記者クラブ）
２月１９日　　第2回交流会案内の往復はがきを会員に郵送
２月１９～２０日　　千葉代表被災地慰問、宮古・田老・野田
２月２７日　　第4回内陸避難者支援ネットワーク会議に、佐藤明事務局長
出席（北上市）
３月　３日　　盛岡地域被災者連絡会、第2回交流と懇談の集い実施
　　　　　　 　20名参加（上田公民館）
３月　４日　　もりおか復興支援ネットワーク3月例会に佐藤事務局長出席
３月１０日　　第9回うたごえ喫茶の共催（風の又三郎）
３月１４日　　岩手県共同募金会に精算報告書・返戻金届ける
（ふれあいランド）
４月　２日　　ふくし岩手ニュース4月号を発行し、片面をアンケート用紙とし、もりおか復興支援センターに依頼して、定期郵便折込として750枚を発送
４月１０日　　さわやか福祉財団へ助成金精算報告書郵送
４月１４日　　第10回うたごえ喫茶の共催（風の又三郎）
５月　９日　　第5回内陸避難者支援ネットワーク会議に千葉健一代表出席
（復興支援センター）
５月１２日　　第11回うたごえ喫茶の共催（風の又三郎）
５月３０日　　新垣勉コンサート第1回実行委員会へ千葉代表出席
（ふれあいランド）
６月　９日　　第4回役員会議（風の又三郎）
平成24年度活動報告と会計報告
平成25年度活動計画案と予算案
新垣勉コンサートについて
６月　９日　　第12回うたごえ喫茶の共催（風の又三郎）
６月  27日　 平成24年度会計監査実施（北田治子監事・佐藤事務局長）
第2号議案　　　　平成２４年度決算報告
（単位　円）
収入の部
前年度繰越金
    　　      35,538




年会費　　　　　   
　   　39,000　　39名




海妻先生昼食会会費　　
26,000　　26名



ご祝儀　　
              20,000　　野原修一氏




寄付(千葉健一氏)　　        17,210　　ヤーコン茶・ジュース売上金
被災者連絡会　
       20,000　　特別カンパより支出




第1回交流会参加費　　
34,000　　34名・被災者は無料
交流会残金繰入　　
        1,972




岩手県共同募金会　　       100,000　　補助金




さわやか福祉財団　　       150,000　　補助金




雑収入　
               3,004　　年賀はがき残部買取・預金利息



合計　　　　　　　         446,724




支出の部



通信費
　　　　　        　38,490　　はがき・切手
電報代
　　　　　        　14,458　　弔電2件・祝電1件
事務費・印刷費
　　　58,612　　ふくし岩手ニュース・交流会チラシ
A3プリンター代
　　　56,800　　さわやか福祉財団補助金活用
昼食代・飲物代ほか
      84,462　　海妻先生昼食会・被災者交流会飲食
会場費
　　　　　        　10,520　　役員会・交流会（マイク・拡声機込）
会議費
　　　　　         　3,656　　役員会お茶代
交通費
                    42,720    戸羽市長車代など
共同募金会返戻金
      30,000　　補助金の残金
雑支出
                     8,400    りんごお歳暮２件
合計　　　　　　　　    　348,118　


収入446,724－支出348,118＝98,606円


≪監査報告≫
監査の結果、証拠書類等につき適正に処理されている
ことを報告します。
平成25年6月27日
監事　北田　治子　　印
第3号議案　         平成25年度活動方針（案）
はじめに
東日本大震災から2年3ケ月が経過しましたが、今日なお、復興は軌道に乗っていません。政府は、「仮設から新しい街づくり」へ向けて、本腰を入れた施策をすすめ、被災者が希望をもてる状況を講じるべきです。また、福島原発においては再三にわたり漏水がみられ、国民に大きな不安を与えています。農地を追われた避難者の中には、自殺に追い込まれる方もいるなど深刻な事態が生じているにもかかわらず東電も国もあまりにも無責任と言わざるを得ません。
この1年、安倍内閣は、常に独り舞台です。アベノミクスって本当に大丈夫なのでしょぅか。国家財政は危機に直面していると言わざるを得ません。失政のつけを国民に転嫁していく政治は断じて容認できません。
今年は参議院選挙が実施されますが、目先の総花的な施策よりも、国家の未来を考えた、中長期的な財政の再建を望むものです。
ふくし岩手は、2O12度の活動をふまえ、国民のいのちを守り、全ての人々が幸せに暮らせる社会(国・地域)の構築を求めています。被災地域の早急な復旧・復興を国・県に求め、絆で結ばれた共生社会の深化・拡充を岩手・盛岡から全国に向けて粘り強く発信していこうではありませんか。
「ふくし岩手」の政策課題と対応方針及び指針
1.　真の「ふくし社会」の実現をめざす取り組み
1）岩手県・盛岡市を模範的な福祉社会構築をはかり、そのための施策推進を期していく。第1に少子高齢化社会において、すべての人が住み良く安心して生存でき、希望と活力の生まれる社会をめざします。
2）高齢者の持つ知恵と経験を「ふくし社会」構築に生かすと共に、青年、女性、障がい者が共に暮らせる共生・共存の地域づくりを進めます。
3）地方分権・地域主権体制の真の確立の中で年金・医療・雇用・産業・企業農林漁業など福祉社会の実現を展望します。
2.　安心して暮らせる岩手県・盛岡市の創生をめざす取り組み
1）被災地の早期復興と新しい街づくりの展望ある施策を求めるとともに、沿岸被災地域・被災者、盛岡周辺地域避難者に対する支援を継続します。
2）防災体制の確立をめざし、災害に対する備えとバリアフリ一の避難施設の構築を求めます。
3）防潮・防波堤、河川の堤防、がけ崩れ・土砂災害等の対策を急ぎ、子子孫孫に至る万全な県土・国土の防災体制の達成に努めます。
4）安心・安全な食と食料自給率の向上を図るため、田・畑等の耕作放棄地の復活を図り、作付が容易な食料の増産に努め自給率を向上させます。
5）復興支援に向けて元気を分かち合うことを目的として、11月30日に復興支援「新垣勉希望のコンサート」を開催し、200名以上の被災者を招待します。
３.　原発から省エネ・新エネの構築を
1）脱原発をめざし、新エネルギ一対策の推進をはかり、太陽光、地熱、風力、波力、クリーンエネルギ一等の開発を進めます。
2）そのため、行政機関に研究開発に向けた部局を設置するよう求めます。
4.　教育に投資を
1）未来を築く子ども・青年の人づくりは、未来の県土づくりのキーワードである。少人数学級の推進(当面は32人学級)をはかります。
2)ひきこもり青年の社会参加のための場づくりなど人を育み、社会に貢献できる人材育成に努めます。
2）岩手の生んだ傑出した先人に学び、偉業を街づくり県土づくりに生かしていく。
　歴史と人と文化を県政・市政発展の基礎に置く施策を進めます。
5.　福祉の充実
1）高齢者、身障者、女性等が安定した生活が保障される社会の構築を目指します。
2）高齢者の福祉と生活安定に向け、岩手県年金受給者協会との連携をはかります。

3）弱者の社会参加を促進し、人権を守っていくため、法整備とあらゆる差別の撤廃を実現します。
6.　平和体制の一層の拡充を
1）全世界に平和思想を普及させていくことが、戦後の日本の骨格であり使命です。世界に平和の理念を発信すると共に被爆国日本から核廃絶、軍備縮小、基地撤廃など国際社会の理解と賛同を得るよう発信していきます。
7.　快適な住環境整備を
1）人口減に歯止めをかけるため、若者が定着できる住環境整備と雇用確保対策を県政・市政の重要課題とする。そのため、安価な住宅の建設や空き家を活用した住環境整備を目指します。
2) 企業誘致、地場産業の育成を強力に推し進め、若者の県外流出を防ぐ。
　そのため、庁舎内に横断的な「雇用推進対策会議」設置を求めていきます。
3) 積雪や凍結路から県民・市民の冬期間のくらしを守る。
4）生活道路の改修を実施するとともに、鉄道踏切の設備改善、高架橋、ガードレール等の工事を進めます。
8.　政治参加を促す取り組み
1）県民・市民の政治参加により開かれた県政・市政を進めます。
　そのため、各種選拳に際し、政策協定、候補者の擁立・推薦・支援などを行ない、ふくし社会の拡充と民主主義の発展に寄与していきます。
2) デフレ化の経済状況を活性化させるため、消費税増税の撤回を求めます。
9.　ふくし岩手の活動を広める取り組み
活動を広く県民・市民に周知する広報媒体として、ホームページを活用してより充実させた情報発信を図っていきます。（ＵＲＬ:http://hukusi-iwate.jimdo.com/）
第4号議案　　　平成２５年度事業計画（案）
　（1）第３回被災者支援交流会

10月14日予定　

　（2）新垣　勉　希望のコンサートの共催

実行委員会による運営

11月30日（土）14時開演

岩手県民会館　中ホール（600席）

被災者招待200名以上

（3）うたごえ喫茶の共催

毎月第2日曜日

高松の池：風の又三郎

（4）ホームページ更新

（5）役員会随時

（6）その他
第5号議案　　　　平成２５年度会計予算（案）
（単位　円）
収入の部
前年度繰越金
      　  　98,606




年会費　　　　　   
　 　30,000　　30名





寄付　  　　　　　　　    10,000　　



岩手県共同募金会　　     100,000　　補助金




雑収入　
             1,000　　
合計　　　　　　　      239,606円




支出の部


通信費
　　　　　        　20,000　　はがき・切手
事務費・印刷費
　　　30,000　　ふくし岩手ニュース
会場費
　　　　　　        10,000　　役員会・交流会
会議費
　　　　　         　4,000　　役員会お茶代
交流会開催費　　　　   　 100,000　　補助金
交通費
                    10,000    
雑支出
                    10,000    
予備費　　　　　　　　   　55,606
合計　　　　　　　　 　 239,606円　


収入 239,606円 － 支出 239,606円　＝ 0円


第6号議案　　　　　　役員改選
　　　　　　　　現　　　　　　　　　　新

顧問　　　　海妻　矩彦　　　　　　海妻　矩彦
野原　修一　　　　　　野原　修一
代表　　　　千葉　健一　　　　　　千葉　健一
副代表　　　佐々木　晃　　　　　　佐々木　晃
　　　　　　四戸　好美　　　　　　四戸　好美
事務局長　　佐藤　明　　　　　　　佐藤　明
事務局次長　田野崎真也　　　　　　田野崎真也

幹事　　　　山崎　純醒　　　　　　山崎　純醒
　　　　　　谷村　和郎　　　　　　谷村　和郎
及川　鑑
古水　健吾
監事　　　　北田　治子　　　　　　北田　治子
第7号議案　　　その他
なし
地域クラブ 「ふくし岩手」規約
第1条（名称・所在地）
本会は、「ふくし岩手」と称し、主たる事務所を盛岡市高松四丁目7番67号に置く
第2 条（目的）
本会は、東日本大震災をふまえ、いのちを守る政治と共生する時代の新たな地域社会を築くため会員同士が互助連帯絆を深め合い、福祉の向上を期することを目的とする
第3条（事業）
本会は、前条の目的を達成するため次の事業を行う
1　共助のネットワークを築き、福祉等の諸事業推進
2　被災地の早期復興と防災体制の強化に寄与
3　福祉事業に係る実践と交流・研究、講演会、国内外の先進地視察等
4　「ふくし岩手」の主旨に賛同する各種選挙への候補者の擁立・支援
5　関係団体・機関・政党との連携
6　その他本会の目的達成に必要な事業
第4条（会員）
本会は、第2条の目的に賛同し、入会申込書を提出したものをもって会員とする
第5条（役員）
本会に次の役員を置く
顧問　　　若干名
代表　　　 1名
副代表 　　若干名
事務局長　 1名
監事 　　　1名
幹事　　　若干名
会計 　　　1名
第6条（役員の選出及び任期）
1　役員の選出は、総会に置いて選出する
2　役員の任期は2年とする、但し再任は妨げない
第7条（会議）
1　代表は、年1回の通常総会その他必要に応じて臨時総会を開催する
2　代表は、必要に応じて役員会を招集する
第8条（会計）
1　本会の経費は、会費 (年間1,000円)、寄付、その他の収入をもって充当する
第9条（会計年度及び監査）
1　本会の会計年度は、毎年7月1日より翌年6月30日までとする。事業に係る経費はその都度会員の自己負担とする
2　会計責任者は、本会の経理につき、年1回の監事による監査を受け、その際、監査意見書を付して総会に報告する
第10条（規約の改廃）
本規約の改廃は、総会に置いて決定する
第11条（補足）
本規約に定めなき事項については、役員会で決定する
付則
本規約は、2011年（平成23年）7月27日より実施する
　平成24年7月15日一部を改正する（会計年度）
